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35田 曖□買回

S義韓翻榊ギ

プ

ロ
ビ
ズ
モ

（島
根
県
出
雲
市
）

鎌田大輔氏

ソフ トウエア開発、情報

システムの運用

約 9億 円(2009年3月 期)

約 100人

東京支社 とテ レビ会議 システム

で結ぶ (島根県出雲 市の本社 )

地元志向、優秀な人材確保

〈
記
者

の
目
〉
プ

ロ
ビ
ズ
モ
は
近

年
、
地
元
学
生
の
就
職
先
人
気
ラ
ン

キ
ン
グ
で
も
上
位
に
顔
を
出
す
よ
う

に
な

っ
た
。
島
根
県
外
に
流
出
す
る

若
者
は
多
い
が
、
地
元
の
豊
か
な
自

然
や
職
住
近
接
の
労
働
環
境
は
魅
力

だ
。
地
元
に
残
り
た
い
と
考
え
る
人

も
多
い
。
島
根
に
開
発
拠
点
を
設
け

た
同
社
の
戦
略
は
人
材
確
保
の
面
で

着
実
に
実
を
結
び
つ
つ
あ
る
。

同
社
は
共
同
で
県
外
の
市
場
開
拓

の
研
究
を
進
め
る
地
元
ソ
フ
ト
業
界

の
中
核
で
も
あ
る
。
ノ
ウ

ハ
ウ
の
共

有
化
な
ど
推
進
役
も
期
待
さ
れ
る
。

（松
江
支
局
長
　
古
田
博
士
）

強
化
、
０７
年
に
現
社
名
に
変
更

し
た
。
併
せ
て
地
元
で
新
卒
採

用
を
開
始
。
ソ
フ
ト
開
発
事
業

の
成
長
で
現
在
で
は
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
事
業
の
売
上
高
比
率
は
１

割
以
下
と
な

っ
て
い
る
。

競
争
の
激
し
い
首
都
圏
で
受

注
を
増
や
し
て
い
る
要
因
の
１

つ
が
ル
ビ
ー
の
技
術
を
生
か
し

た
生
産
性
だ
。
松
江
市
内
に
開

発
者
が
住
む
こ
と
で
地
元
で
は

早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
。

ル
ビ
ー
に
よ
る
ソ
フ
ト
開
発
に

同
社
も
２
年
前
に
着
手
。
現
在

は
２０
人
近

い
技
術
者
を
抱

え

る
。
ル
ビ
ー
が
決
め
手
と
な
り
、

大
手
電
機
会
社
か
ら
開
発
案
件

を
受
託
す
る
な
ど
の
成
果
も
出

始
め
た
。
今
後
も

「
ル
ビ
ー
の

市
場
は
伸
び
る
は
ず
」

（鎌
田

社
長
）
と
予
想
す
る
。

０９
年
３
月
期
の
売
上
高
は
９

億
円
あ
ま
り
。
４
年
間
で
２
倍

以
上
に
増
え
、
同
業
で
は
県
内

で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
に
位
置
す

る
。
た
だ
０８
年
秋
の
リ
ー
マ
ン

・
シ
ョ
ッ
ク
の
影
響
で
１０
年
３

月
期
は
減
収

に
な

っ
た
も
よ

う
。
設
備
投
資
の
抑
制
で
、
ソ

フ
ト
開
発
の
受
注
競
争
は
激
化

し
て
い
る
と
も
い
わ
れ
る
。

今
後
は
受
託
開
発
に
加
え
、

ル
ビ
ー
に
よ
る
自
社
製
品
の
開

発
・販
売
を
進
め
て
い
く
方
針
。

「
顧
客
の
需
要
に
応
じ
た
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
体

制
作
り
を
進
め
た
い
」

（錬
国

社
長
）
と
話
し
て
い
る
。

「ルビー」武器、システム開発
プロビズモの概要

▽本 社  島 根県出雲市駅南町

2 の 3 の 1大
都
市
で
受
注
、島
根
で
作
業

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
受
託
開
発

や
シ
ス
テ
ム
運
用
の
ベ
ン
チ
ャ

ー
企
業
、
プ
ロ
ビ
ズ
モ

（島
根

県
出
雲
市
）
が
立
地
を
生
か
し

て
集
め
た
人
材
と
開
発
体
制
で

事
業
を
伸
ば
し
て
い
る
。
大
都

市
圏
に
比
べ
相
対
的
に
低
い
人

件
費
と
生
産
性
の
高
い
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
言
語
「
Ｒ
ｕ
ｂ
ｙ
（ル

ビ
ー
）
」
を
武
器
に
東
京
な
ど

で
積
極
的

に
需
要
を
開
拓
す

る
。
今
後
は
自
社
製
品
の
開
発

・
販
売
に
も
力
を
入
れ
て
い
く

構
え
だ
。

大
都
市
圏

で
業
務
を
受
注

し
、
地
方
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

発
す
る
―
―
。
業
界
で
は

「
ニ

ア
シ
ョ
ア
開
発
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。
中
国
な
ど
海
外
で
作
る

「
オ
フ
シ
ョ
ア
」
と
対
比
し
た

表
現
だ
。

ま
ず
、
開
発
業
務
を
大
都
市

で
す
る
よ
り

「
人
材
が
定
着
し

や
す
く
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
で

き
る
」

（鎌
田
大
輔
社
長
）
と

い
う
利
点
が
あ
る
。
住
宅
関
連

な
ど
福
利
厚
生
費
を
含
め
た
人

件
費
総
額
も
抑
え
ら
れ
る
。
現

在
、
島
根
で
働
く
社
員
の
比
率

は
全
体
の
約
４
割
を
占
め
る
。

３
～
４
年
前
か
ら
島
根
と
の

分
散
開
発
を
進
め
て
き
た
。
大

型
案
件
の
受
託
開
発
で
は
顧
客

が
い
る
東
京
で
ま
ず
企
画
や
設

計
な
ど
の
上
流
工
程
を
担
当
。

島
根
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
や
テ

ス
ト
を
す
る
。
海
外
と
の
や
り

と
り
に
比
べ
る
と
開
発
現
場
の

意
思
疎
通
は
容
易
。
開
発
に
当

長
業
　
一ｏ向
員

上
業

社
事
　
〓兎
従

▽
▽
　
▽
▽

た

っ
て
社
内
で
円
滑
な
打
ち
合

わ
せ
が
で
き
る
よ
う
に
テ
レ
ビ

会
議
シ
ス
テ
ム
も
整
え
た
。

設
立
は
２
０
０
１
年
。
東
京

で
Ｉ
Ｔ

（情
報
技
術
）
企
業
に

勤
務
し
て
い
た
鎌
回
社
長
が
父

親
の
経
営
す
る
会
社
を
継
ぐ
た

め
帰
郷
。
多
角
化
の

一
環
で
始

め
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
事
業
を
大

き
く
し
よ
う
と
、
中
学
の
同
級

生
だ

っ
た
浅
田
信
博
副
社
長
と

始
め
た
の
が
エ
フ
テ
ッ
ク

（現

プ
ロ
ビ
ズ
モ
）
だ
。

東
京
で
シ
ス
テ
ム
更
新
を
計

画
す
る
顧
客
企
業
と
の
仕
事
を

契
機
に
ソ
フ
ト
開
発
に
着
手
。

そ
の
後
、
主
に
首
都
圏
で
事
業

を
広
げ
て
き
た
。
金
融
機
関
の

決
済
シ
ス
テ
ム
や
航
空
会
社
の

貨
物
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
開
発
。

飲
食
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
の
ほ

か
自
治
体
な
ど
の
案
件
も
数
多

く
担
当
す
る
。
島
根
に
あ
る
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
企

業
が
構
築
し
た
シ
ス
テ
ム
の
保

守

・
運
用
も
請
け
負
う
。

銀
行
の
出
資
で
財
務
基
盤
を


